[image: image1.png]TUNDHBH?HSHI MIHE[] CHORUS



[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]~

a/uf:“(;t“xbbgﬁ

Tondabayashi Mixed C



[image: image4.wmf][image: image5.wmf]





池辺晋一郎先生の記事から・・・3回目(最終回）
　閑話休題。声の話だ。近年、日本人による本格的なオペラ上演も珍しくなくなったが、ある時期まで、本当のオペラは日本人には無理だと言う説もあった。舞台で歌い、演じる歌い手の前に、時には１００人近い大編成のオーケストラがいる。オーケストラはピットと呼ばれる低い位置に沈んでいるがそれでもテュッテイ（総奏）でのフォルティッシモともなれば、文字通りの大音響がホール内を震わせる。
それを凌駕する声を、舞台裏から客席へ届かせるのはまさにおおごとである。日本人にそれだけの声量を要求するのは無理だ、と言うわけだ。ところが、今やヨーロッパの有名なオペラ劇場で活躍する日本人歌手が次々に現れている。此の背景には、日本人の食生活の変化があるのかも知れない。
そういえば先日興味ある報告に接した。
オリンピックなどで多くの人がよく知っていることだが、アスリートとは、大声を発する人種と見受けたり。たとえばテニスの試合をテレビで見ていると、頻繁に聞こえるのは選手の叫び声。瞬間に声を発することで、最大の力が発揮されるのだ。このことは明確な医学的裏付けがあるという。医学的なことは明るくないので、それは置いておこう。とにかく 『声』 は人間の行動に大きな作用をもたらすのだ。
電車の運転手などが安全や信号を確認するのに、声を出している。「指差喚呼」というのだそうだ。声を出すことによって、自分の行為がたしかなものになる。なるほど。そういえば外出する際に玄関の鍵を掛け、そこを指して、「かけた！」とひとこと、ってこと、誰にでもありますよね。
　声は、身体のすみずみの動きと、また精神と、大きな関わりを持っている。食生活が変化しつつある日本人の声も、どんどん変わっていくだろう。高齢者の合唱団も盛ん。国際的な規模の大会まで開かれている。
　声を出すことが健康に好影響をもたらすことは間違いない。声についての関心は、今後ますます高まっていくだろう。終わり。
（上田さん、投稿ありがとうございます。）
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歌詞公募ニュ－スNo.7 さん 2013年 02月 10日 08時 48分 44秒 


先日、源田先生から、音楽大学の授業で「みどりの風に」を取り上げたいので、楽譜をいただけないかとの依頼が岡団長にありました。合唱団ストックとしてお預かりしている楽譜を昨年の初演演奏会で配布した装丁で、お送りさせていただいたところ(90部)、下記返信メ－ルが届きましたのでご報告させていただきます。 委嘱委員


［源田先生からのMail］


このたびはご厚意に甘えて、たくさんの譜面をお送りくださりありがとうございまし た。一つ一つにプリントが付き、クリアファイルに収まった楽譜・・・。感動しました。学生にはもったいないくらいです。合唱団のこの曲に対するお心の深さを知り、それを学生に十分伝えながら手渡したいと思います。本当に感謝申し上げます。私がくにたち音大で担当している合唱授業は、混声合唱、女声合唱の2つがあります。それぞれ2年生の選択授業で、混声クラスは管弦打楽器専攻を中心とした80数名のクラスとなります。昨年度は「海よ」を歌いました。自分の作品を指導・指揮するという大変勉強になる機会に、今年はこの曲で取り組みたいと思いました。とんだばやし混声の演奏を幾度も聴き、さらに自分で振ってみることで、次に送られてくる詩により良い音楽が生み出せるよう精進したいと思います。新しい詩を楽しみにしております。以上。





練習状況　２月２日(土)


　和田先生のＶＴで声だしをしました。今回はパート別にじっくり声を聴いていただきました。Ｔは音程が下がってきても音を飲み込まないこと、Ｂはリズムテンポに遅れないことなど強調されました。


「音をもらってきて」と先生はよく言われます。ドミソラーソミドと音階を歌うとき、ドミソの時の響きを、次の高音のラーで豊かにつなぐことだそうです。つまり「その響きをそのまま下からもらってきて、次の高い音を出す」ことです。


　練習はたっぷりパート練習。男声・女声合唱・抒情曲集を中心に、音色や曲想などを込めて音確認をしました。練習中に嬉しい来訪者。ローマから帰国された太田真紀先生です。和田先生が順にパート周りでご指導くださって、Ｓはみっちり太田先生がみてくださいました。練習シメは山崎さんのタクトで「越中おわら」「みどりの風に」を通しました。シャンテ子は練習後太田先生のお話を聞く機会を得ました（別記）。


練習状況　２月１６日(土)


　会場は団始めての市立中央公民館でした。


「喉の奥を下げましょう。鼻腔と咽喉がつながっている当たりにウズラのタマゴがある感じでハミングして。」へえっ。そういう表現もありなんですな。和田先生はいつも工夫をこらして教えてくださいます。


　さて練習はすべてアンサンブルでした。「富山の三曲」。先生は本腰を入れて細かい仕上げにかかられています。歌う方も、ほぼ暗譜に近く、スタカートや音量記号、クレッセンドなどにも気を配って歌えていますが、極端になると先生から指示がはいります。「富山の三民謡」では、スラーが小節の後ろの縦線まで届いて書いてある部分がかなりあります。そこは次のハコに届くまで音をつなぐ意味です。響きを早く落とさないことです。「おわら・こきりこ・むぎや」を通しました。最後は「みどりの風に」を通しました。


　公民館は無料で響きもそこそこですがピアノは移動不可。井関先生お疲れ様でした。





連絡事項


新規入団：２月２日にＳ髙橋生子さん、前回見学の上入団されました。ようこそ！これからも新しい方が入られるようがんばりたいです。２月１６日に多賀（旧姓島本）瞳さんカムバックです。お帰りなさい。


定期演奏会委員会：委員会の運営にあたって、男声１名・女声１名の応援をお願いします。（Ｓ禰占さん・Ｂ松本さ


　んが応募されました。ご苦労様です。重要な仕事を出来る方々が増えるのはとてもいいことですね。）


今後の練習予定：別紙ピンクの予定表が配布されました。（重要）今後の練習会場（中央公民館使用）・ステージ


　　（府合唱祭・大阪狭山市合唱祭出演）など詳細が載っています。尚ブルーの予定表は破棄してください。


合宿委員会：担当の米沢さん：別紙のように行います。若干参加費が上がりました。先生方の宿泊費と食事料金の


　　値上げのためです。（楽しみの合宿、早く来てほしいですね）


選曲委員会：担当の板東さん：18回演奏会（平成26年）は、組曲「水のいのち（高田三郎）」「震災組曲（池辺晋


　郎）」の二曲が決定しました。今後はその他の曲を選考していきます。





　団委嘱曲第1号が完成！とは、前年３月号の記事です。「みどりの風に」の楽譜をもらって早くも１年。まさしく光陰矢の如しです。いずれ「組曲」が完成することを夢みてがんばりましょう。この間、歌詞応募された皆様（実はシャンテ子も）。先生方や専門家の助言を受け、源田先生に採用・付曲されるのは僅かですが、全応募者の参加意欲や組曲完成への願いは活かされていくでしょう。


《岡田さん、委嘱作品選考委員さん、先生方ありがとうございます。　シャンテ子》
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太田真紀さんから


２月２日にお話を聞きました。


「合唱音楽は、みんなだれでも入りやすい分野の音楽です。でも､本当はとても高度な音楽です。諸外国よりも日本が合唱音楽が進んでいます。」


「どんなに演奏技術がうまくても、演奏者の心が感じられない演奏は空疎です。」


「自分たちの中で気持ちよく歌うというのは始めの段階です。まず暗譜して自分の中に取り込んでしまいます。そこで暗譜にたよっていてはいけません。再び楽譜に戻ってください。お客様の前で歌うときは、その曲から少し距離をおき、客観的にその音楽を見て演奏できなければいけません。」


等という趣旨でした。（シャンテ子）


太田さんは９月２９日にSAYAKAホールでリサイタルをされます。多数の来場を期待します。


（太田真紀先生関連記事下段）





若旦那　がんばる！ さん 2013年 02月 11日 10時 02分 44秒 


我らが合唱団の元気じるしの若旦那、ＶＴ福井雅志先生の快挙ふたたび！�2月10日（日）の奈良100年会館、テノーリは岡団長他の皆さんと、万葉オペラ「猿沢ノ池不思議ノ横笛（モーツァルト魔笛万葉版）を聴きにいきました。雅志先生は10日は「物部須太麻呂（もののべのすたまろ）、魔笛では奴隷頭モノスタトスの役柄です。コミカルなちょいワルですが、月の下でうたうアリアがあります。「お月さん、このかわいい人（ヒロインのパミーナに横恋慕している）にキスをしたいので目をつむっておくれ」という楽しい歌。雅志先生は朗々と歌い、舞台狭しと演技された。最後のカーテンコールでは雅志先生にブラヴォーコールが飛びました。








林光さんと東京混声合唱団 さん 2013年 02月 07日 10時 12分 15秒 


現在混声で練習中の林光さん編曲の叙情歌曲集についての一番の思い出は、東京混声合唱団が４年程前に開催された大阪いずみホールでの定期演奏会での演奏です。もちろんその折には、お元気な林光さんが出演され、指揮に、ピアノの弾き振りに、そして語りをされていました。数多の作曲家との繋がりを持つトウコンですが、とりわけ林光さんとは深い関係であったとご推察します。当日の東京混声の演奏も素晴らしく、この曲の良い思い出です。さて、先週の練習ではトウコンの太田真紀さんが練習会場にお見えになり、ソプラノのパート練習では、いろいろとアドバイスをしてくださったとのことです。ソプラノさん、良かったですね。


その太田真紀さんには、３月１６日の強化練習にもお越しをいただく予定です。そして、太田さんがトウコン時代に林光さんから受けた教えや歌い方の指示などを、私達にも教えていただけるそうです。私達とトウコンとは技術が違うとはいうものの、この叙情歌曲集をお作りになった編曲者からの言葉は、他の合唱団では聞けないこと。私達の叙情歌曲集に対するモチベーションも、もっともっと上げていきたいですね。あらためて、大田真紀さんが当団の身近にいてくださることに感謝したいですね。　（おかつよし）








